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1 1クラブロータリー財団委員長会議報告

財団情報・増進委員会
委員長

大竹　洋一郎
（門真ＲＣ）

日時　2009年10月24日（土）
　　　13：30～ 16：30
場所　大阪YMCA会館　2Ｆホール

　各クラブのロータリー財団委員長を対象とする
本会議は、大谷G、松本GE、岡部GN、各組ガバ
ナー補佐、ガバナー補佐エレクトおよび地区財団
部門の委員長、委員の出席を得て開催されました。

大谷透　ガバナーご挨拶
　「基金をつくり、世界のために良い事をしよう」
というロータリー財団の始まり、ロータリーは「武
力によらない平和」の実現を目指していること、
ポリオの2億ドルチャレンジについてノルマとと
らえ負担に感じる傾向があるが、財団への支援は
世界平和の達成に寄与しようとする志であるとい
う国際的感覚を持つべき、などを説かれました。

福家宏　ロータリー財団委員会委員長
　地区財団委員会の構成と役割、財団を理解する
機会と情報源、財団の発足と発展、ロータリアン
と国際ロータリーとロータリー財団の関係、財務
状況、ロータリーの2億ドルのチャレンジについ
て説明があり、協力要請が行われました。11月
はロータリー財団月間であり、本会議の狙いは財
団への理解を深める事とともに「寄付増進」にウ
エイトを置いており、会議後半のガバナー補佐を
中心としたテーブルミーティングで実のある議論
を期待している旨の説明がなされました。

井川孝三　財団情報・増進委員会元委員長
　　　　　（06-07年度委員長、八尾RC）
　「ロータリー財団の歩み」と題して特別スピー
チがありました。長い歴史の中で、関東大震災の
際に受けた支援を忘れてはならないこと、大不況
の中だが現在行われている奉仕活動を続けるため
にも寄付増進に協力しようと強調されました。

家村武志　財団人道的補助金委員会副委員長
　補助金について地区補助金とマッチング・グラ

ントを中心に説明があり、マッチング・グラント
については国際財団活動資金（WF）のマッチン
グ・グラント予算を全額使用したため、地区財団
活動資金（DDF）を活用予定であることなどが
説明されました。

吉﨑広江　研究グループ交換委員会副委員長
　本年度の米国テキサス州オースティン地区と
の受入・派遣スケジュール、10-11年度および
11-12年度のスリランカ地区とのGSEについて説
明されました。オースティン地区への派遣は、佐
藤俊一団長（大阪鶴見RC）、団員は1名追加の5
名となります。

山下勝弘　財団奨学金・学友委員会委員長
　ロータリー財団奨学生の意義と次年度の募集要
項について説明があり、多くのクラブからの推薦
を奨励されました。

大竹洋一郎　財団情報・増進委員会委員長
　第2660地区における寄付金の使い方、TRFの
財務状況と寄付増進の協力要請があり、司会の立
場からテーブルミーティングの趣旨、テーマ、進
め方の説明をおこないました。

＜ミーティングの発表要旨＞
テーマ…年次寄付の増進、ポリオ撲滅寄付の増進、
　　　　ロータリー・カードへの入会
・年次寄付ポリオ撲滅寄付とも年会費とあわせて

集めているクラブが多いが、寄付をしている意
識が薄く、これでよいのか問題がある。

・個人別の寄付実績表を作成し、寄付促進に役立
てている。

・千里メイプルRCは、3つの袋（ニコニコ、米山、
年次寄付）を用意し、08-09年度は1人当たり
473ドルの年次寄付を記録。
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・海外奉仕活動の体験、国際奨学生の卓話など財
団プログラムの理解をすることが寄付増進につ
ながる。

・米山月間とロータリー財団月間が続いており、
またCLPで財団・米山が同一委員会になり、協
力要請がやりにくい。

・財団情報は理解しにくい。1年交代のため財団
委員長自身が理解不足であり、分かりやすく説
明しやすい映像資料を作成できないか。

・マッチング・グラントが枯渇したが、こんなと
きこそ恒久基金を使うべきではないのか。

・ポリオについては、撲滅の目途、時期を示せな
いのか。

・ロータリー・カードは浸透しにくいが、全会員
への説明を行うとともに、申込書を渡す際、ク
ラブ番号など可能な限り事前に事務局で記入し
ておくのが有効。

福家財団委員長追加発言
①クラブ財団委員長は、会員に年次寄付を要請す

る前に、寄付金がどのように活用されているか
実例を挙げて説明していただきたい。DVD「The 
Final Inch」も寄付への動機付けに役立ちます。

②ロータリー財団は理解しにくいという声があり
ましたが、まず、地域セミナー・ハンドブック
をお読みください。情報公開はできる限りして
いるつもりですが、皆さんもハンドブック、地
区会合資料、ホームページなどで理解を深める
努力をお願いします。

最後に松本新太郎GEより、本日の議論を集約し
て地区のために役立てたいと挨拶があり、閉会し
ました。
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